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連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 23 年４月 28 日に公表した連結業績予想を下記のとおり修正しましたので

お知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．平成 24 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 
税引前 

当期純利益 
当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
百万円 

650,000 

百万円 

84,000 

百万円 

89,000 

百万円 

58,000 

円 銭 

270.23 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 600,000 56,000 62,000 42,000 195.68 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △50,000 △28,000 △27,000 △16,000 - 

増 減 率            （％） △7.7 △33.3 △30.3 △27.6 - 

（ご参考） 

前期実績（平成 23 年３月期） 617,954 77,485 82,062 53,492 249.23 

（注）当社グループの「当期純利益」は、米国の「財務会計基準審議会（ＦＡＳＢ）会計基準書（ＡＳＣ）810（連結）」

の「当社株主に帰属する当期純利益」と同じ内容です。 

 

２．修正の理由 

当下半期の世界の経済情勢につきましては、先進国の景気低迷、欧州の金融不安に加え、比較的好調であ

った新興国の成長率が鈍化する可能性が高まり、景気の先行きは非常に不透明であります。当社が属するエ

レクトロニクス市場におきましては、円高の継続、タイの洪水によるサプライチェーンへの影響などの懸念

材料もあり、当下半期の業績に対して、当初の想定より厳しい見方が必要となってきています。 

このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間における業績を勘案した上で、業績予想の見直しを行



 

った結果、平成 23 年４月 28 日に公表しました平成 24 年３月期の連結業績予想を、上記の通り修正いたしま

す。 

当該予想では、当下半期の為替レートを１米ドル＝77 円、１ユーロ＝105 円と想定しております。 

設備投資は、来年度以降も新興国需要の拡大や電子機器の高機能化に伴う部品搭載点数の増加が期待でき

ることから、電子部品需要の拡大に対応していくため、平成 23 年４月に公表した 70,000 百万円から変更あ

りません。 

 

当該予想は、現時点で得られた情報に基づいて算定しておりますが、多分に不確実な要素を含んでおりま

す。従いまして、実際の業績は、業況の変化などにより当該予想と乖離する結果となりうることをご承知お

き下さい。 

 

 

以  上 

 


